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★町の人口★人口10,188（「 8）男4,828( 1 4）女5,360( t 4）世帯合計3,419( 5) 63年2月末日現在目は前月との比較です 

友
人
や
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
 

と
の
別
れ
辛
く
悲
し
い
 

で
も
そ
の
胸
に
大
き
く
ふ
く
ら
む
 

苗
ゲ
を
あ
た
た
め
 

【赤池中学校・市場・上野小学校の卒業式より】 



(3) 
(2) 

労 働 費 

748,593千円 

総 務 費 

8.2% 335,935千円 

正 

議 会 費 

1 ,8% 73,273千円 

地方自治法219条2項の規定 

により昭和63年度予算の概 

要を公表する 
赤池町長 日野喜美男 

％葡一般会計予算（如億女578 匹廻磐る 
月リ井ニ工じ4,ZソbソI或＝一 財政健全化計画に沿って対 

」
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一
一
」
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一
 

農林水産 

業 費 

107,310千円 

2.6% 

商 ：I： 費 

6,123千円 

0.2% 

本年度一般会計当初予算が3月 

定例町議会で可決されました。 

63年度は今までの暫定予算から 

当初予算の編成としていますが、 

内容的には骨格予算となっていま 

す。特に予算面での経費について 

は補助金等の確かなもので実施可 

能なものを主として取り上げて編 

成しています。 

国、地方とも厳しい財政事情の 

中で、本町の予算編成方針は、今 

まで以上に財政のたて直しが必至 

であり、今回再度見直しを行った 

財政健全化計画にそった予算編成 

を基本としています。 

予算総額は40億9,579万円で対 

前年度伸率△4.2%。歳入では地方 

交付税、国、県支出金などの依存財 

源が75.6％を占めています。歳出 

では人件費や扶助費、公債費など 

の義務的経費が49.2%、特に地方 

債の元利償還に支出される公債費 

は23.9％と高い数値になっていま 

す。 

このような厳しい財政環境を十 

分認識し、従来以上に更に経費の 

徹底した節減を行い、歳出規模を 

厳しく抑制し限られた財源の中で、 

財政健全計画化にそった予算執行 

を行います。 

（単位】千円 ★地方債（借り入れ金）の現在高 

区／ '62 焦慶蒸一 ‘ 

「現燕覇翼見込1 .競麟
976,399 

24,838 

山・：J般‘＝会共事％業；積 988,212 

―般J／単独事業積 21,572 

公営住宅建設事業債 420,517 424,807 

146,233 義務教育施設整備事業債 140,379 

災 膚与 復 旧 債 47,379 54,909 

厚生福祉施設整備事業債 24,672 27,992 

過疎対策事％業債 418,946 447,745 

地域改善対策事業債 2,330,881 2,479,953 

財. 源 対 策 、債 600,568 腿0,594 

都道府県貸付金 1,154,789 1,222,137 

一般廃葉物処理事業債 31,800 32,050 

粛 ％ ’ 整 ー％債 163,800 93,800 

臨時財政特例債 147,200 87,400 

計 6,490,707 6,658,857 

1m
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主
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）内は全体に占める割合 分担金‘負担金 

使用料・手数料など 
2億455万円（5.0%) 麗・穣i輸・・～ 

町 税3億4,966万円（8.5%) 署 

地方譲与税 
自動車取得 
税交付金など 
5,517万円 
(1 .4%) 

諸収入3億9,327万円（9.6%) 
:i：「「i：達譲“懲：甘：:::i「：::::::::::::i:i::::::：菱 

国庫支出金 
5億9,745万円 
(14.6%) 

地方交付税 

侶億4,419万円（45.0%) 
県支出金 
(7.6%) 

3億973万円 

町債（7.0%) 
2億8,860万円 

★項目別歳出予算の概要★ 

★職員平均給料月額と平均年齢 
（特別会計職員を除く） 

労務職 

209,400 

226,500 

43.3 

.zoI縄鯵 

行政職 

249,600 

275,700 

40.7 

農無譲（凝】’ 

破600. 

分 区 

平均給料月額丹 

平均給与月額4" 

平均年齢岡 

平均給与月鋤” 

均年齢園 

昭和63年 

4月1日現在 

詳鍵と血ミ「；妾灘鮮’苫’ 

昭湘環離 ×‘×】 

4 月1澗現憲ン

■商 工 費 商工業の振興や観光事業に 

使われるお金です。町内の街灯電気代、商工 

会助成金などの経費です。 

●土 木 費 道路の改良工事や町営住宅 

の建設、管理などに使われます。今年度、町 

内に4戸の町営住宅が建設されます。 

■消 防 費 みなさんの安全を守る経費 

に使われます。消防団員の報酬、防犯灯の設 

置、田川地区消防組合の負担金などに支出さ 

れます。 

■教 育 費 3校の運営費や青少年、子 

ども会活動などの経費、公民館活動や各種ス 

ポーツ大会の経費ならびに総合グラウンドや 

体育館などの運動施設の維持管理費などに充 

てられます。 

．公 債 費 いろいろな事業をするため 

に、大蔵省や郵政省などから借りたお金の元 

金、利子の償還に使われます。赤池町は大変 

高い公債費比率となっており、町財政を圧迫 

しています。 

■諸支出金 開発公社に対する貸付金で 

す。 

■繰上充用金 前年度の歳入不足に充てた 

お金です。 

土 木 費 

■議 会 費 みなさんが選んだ議員さん 

の活動に要するお金です。報酬、調査研究費 

議員共済掛金、議長会などの負担金などに使 

われます。 

■総 務 費 庁舎内の一般管理、交通安 

全対策費、公有財産管理費、住民基本台帳な 

どの窓口業務、徴税費、選挙関係費用などに 

使われます。 

■民 生 費 みなさんの福祉に関する経 

費に使われます。児童福祉や老人医療、国民 

年金事務費や隣保館運営費、部落解放や産炭 

地振興の活動助成金などに使われます。 

■衛 生 費 きれいな環境づくりとみな 

さんの健康づくりの経費に使われます。赤ち 

ゃん検診、ガン検診、田川地区伝染病組合、 

斉場組合などの負担金、し尿処理などの清掃 

費などに使われます。 

■労 働 費 失業対策事業等に使われる 

お金です。雇用対策と同時に地域に密着した 

町づくりに大きな役割を果たしています。開 

就事業では、赤池工場団地の整備など、特開 

事業では道路の舗装工事などが行われます。 

■農林水産業費 農林、水産業の振興経費に 

使われます。農業振興同和対策費として、か 

んがい排水工事など、ほかに国土調査費、農 

業委員会経費などです。 

2.1% 

消 防 費 

： ・：

選響義潔篇§鷺灘灘‘灘舞幕「「i 
(
 

教 育 費 

282,782千円一曲A I轟 6.9% 

,難磁●撃嚇難難蕪難舞競難難蝋

繰止充用金 

そ の 他 

312,000千円 

7.6% 

諸支出金 

19,234千円 

0.5% 

公 債 費 

978,260千円 

復 旧 費 

3.5% 

災 害 

145,034千円 
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昭
和
六
十
三
年
第
二
回
三
月
定
例
町
 

議
会
は
三
月
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
 

で
十
五
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
、
上
水
道
事
業
、
国
民
健
 

康
保
健
な
ど
の
予
算
、
水
防
協
議
会
な
 

ど
の
条
例
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
 

会
委
員
の
選
任
な
ど
、
合
計
二
十
九
の
 

議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
 

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
の
十
一
日
、
日
野
町
長
は
六
十
 

三
年
度
に
あ
た
り
、
施
政
方
針
を
行
い
 

「
昨
年
度
よ
り
更
に
厳
し
い
財
政
状
況
 

で
あ
り
、
こ
の
苦
境
に
立
ち
向
う
勇
気
 

と
努
力
こ
そ
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
。
 

又
、
本
年
度
は
町
制
が
施
行
さ
れ
て
以
 

来
五
十
周
年
と
い
う
意
義
深
い
年
で
も
 

あ
り
ま
す
。
こ
の
五
十
周
年
を
機
に
本
 

年
度
を
「
新
し
い
町
づ
く
り
の
年
」
と
 

定
め
二
十
一
世
紀
に
引
き
継
い
で
ゆ
く
 

町
づ
く
り
事
業
を
町
民
の
創
意
工
夫
に
 

よ
っ
て
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
 
と
表
 

明
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
請
願
、
陳
情
 

報
告
、
一
般
質
問
な
ど
多
数
の
事
項
を
 

審
議
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
概
要
は
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

町議会 

算決まる 

3 月定例 

―般会計予 

改
定
さ
せ
て
項
き
ま
す
。
又
、
各
種
手
 

数
料
に
つ
い
て
も
改
正
し
ま
す
が
、
実
 

施
時
期
は
未
定
で
す
。
 

⑨
赤
池
町
民
会
館
設
置
条
例
の
制
定
‘
 

中
央
公
民
館
の
用
途
変
更
に
伴
い
赤
池
 

町
公
民
館
条
例
並
び
に
赤
池
町
民
会
館
 

設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
 

に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
の
制
定
‘
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
新
設
 

に
伴
い
、
体
育
施
設
の
名
称
、
位
置
を
 

追
加
し
四
月
一
日
よ
り
使
用
料
を
改
正
 

す
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。
 

町
道
の
認
定
・
計
画
の
変
更
 

⑨
町
道
路
線
の
認
定
‘
道
路
法
の
規
定
 

に
よ
り
今
回
新
た
に
二
路
線
を
認
定
し
 

ま
し
た
。
 

⑨
赤
池
町
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
一
部
 

変
更
‘
後
期
過
疎
振
興
計
画
の
一
部
に
 

変
更
が
生
じ
た
た
め
過
疎
振
興
特
別
措
 

置
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
計
画
の
一
 

部
を
変
更
し
ま
し
た
。
 

選
 

任
 

⑥
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

：予 

算 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

予
算
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
 

⑨
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
 

特
別
会
計
予
算
 

⑨
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
予
算
 

⑥
昭
和
六
十
三
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
予
算
（
以
上
の
予
算
に
つ
 

い
て
は
前
ペ
ー
ジ
及
表
参
照
）
 

会 計 

住宅新築資金等貸付 
事業特別会計 

・予 算額 

3億7,932万円 

対前年 
緯率(9 ) , 

L11.5 

国民健康保険事業 
勘定特別会計 5億7,107万円 8.6 

老人保健特別会計 6億7,203万円 △9,0 

上水道事業特別会計 5億1,025万円 103.3 

町立病院事業特別会計 7億1,542万円 3.4 

補
 
正
 
予
 
集
轟
 

⑥
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
‘
七
千
九
百
二
十
四
万
六
千
 

円
を
減
額
補
正
し
、
総
額
四
十
二
億
九
 

、
 

委
員
の
選
任
‘
現
委
員
の
白
川
勝
魔
氏
 

が
四
月
十
五
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
 

な
る
た
め
同
氏
を
再
任
し
ま
し
た
。
 

⑨
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
‘
 

現
教
育
委
員
の
小
松
宏
氏
と
秦
住
雄
氏
 

が
三
月
三
十
日
、
加
治
馨
氏
が
三
月
三
 

十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
 

め
同
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
し
ま
し
た
。
 

⑨
赤
池
町
収
入
役
の
選
任
‘
現
収
入
役
 

の
池
永
久
夫
氏
が
三
月
三
十
一
日
を
も
 

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
同
氏
を
 

再
任
し
ま
し
た
。
 

報
告
・
請
願
・
陳
憤
・
決
議
 

⑥
昭
和
六
十
二
年
度
定
例
事
務
監
査
の
 

結
果
報
告
‘
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
 

四
日
ま
で
の
十
二
日
間
に
亘
り
、
昭
和
 

六
十
二
年
の
予
算
執
行
監
査
が
実
施
さ
 

れ
た
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑨
町
道
新
畑
ー
丹
波
ケ
浦
線
道
路
拡
幅
 

整
備
に
関
す
る
請
願
‘
産
建
委
員
会
に
 

付
託
 

⑥
名
称
、
形
式
を
問
わ
ず
大
型
間
接
税
 

導
入
に
反
対
す
る
請
願
書
→
採
択
の
L
 

関
係
各
省
庁
に
提
出
 

⑨
上
野
一
区
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て
 

の
請
願
‘
総
務
委
員
会
に
付
託
 

＠
昭
和
六
十
三
年
度
保
育
関
係
赤
池
町
 

予
算
等
に
対
す
る
陳
情
書
‘
厚
生
委
員
 

会
に
付
託
 

＠
住
民
の
く
ら
し
と
医
療
制
度
の
改
善
 

を
求
め
る
陳
情
書
‘
厚
生
委
員
会
に
付
 

託
 

⑨
地
方
自
治
法
改
正
案
の
早
期
成
立
に
 

関
す
る
決
議
（
案
）
の
提
出
‘
決
議
の
 

千
四
百
四
十
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

内
容
の
主
な
も
の
で
は
、
同
和
地
区
道
 

路
橋
梁
費
で
予
定
し
て
い
ま
し
た
「
八
 

幡
免
ー
塚
坊
線
道
路
改
良
舗
装
工
事
」
 

と
猿
田
橋
改
良
工
事
が
鉱
害
復
旧
事
業
 

と
の
関
連
や
m
と
の
協
議
で
次
年
度
着
 

工
と
な
っ
た
た
め
、
本
年
度
見
送
り
を
 

し
ま
し
た
。
又
、
農
林
業
施
設
等
災
害
 

復
旧
事
業
で
実
施
予
定
で
あ
っ
た
平
原
 

た
め
池
提
体
復
旧
工
事
が
、
県
と
の
協
 

議
の
中
で
全
体
が
災
害
と
し
て
承
認
さ
 

れ
な
か
っ
た
た
め
実
施
が
で
き
ず
、
次
 

年
度
へ
変
更
し
て
い
ま
す
。
又
、
追
加
 

議
案
と
し
て
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
 

の
補
助
対
象
経
費
が
一
千
四
十
三
万
四
 

千
円
を
増
額
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
補
正
 

し
て
い
ま
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

‘
県
支
出
金
で
一
千
四
百
万
円
、
諸
収
 

入
で
基
金
積
み
立
て
金
の
取
り
く
ず
し
 

に
よ
り
一
千
万
円
を
増
額
し
、
又
、
貸
 

付
金
元
利
収
入
で
二
千
四
百
万
円
を
減
 

額
し
歳
入
予
算
の
財
源
更
正
を
し
ま
し
 

た。 
⑨
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
 

特
別
会
計
補
正
予
算
‘
二
千
四
十
六
万
 

三
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
七
億
 

八
千
三
百
六
十
一
万
六
千
円
に
な
り
ま
 

し
た
。
内
容
の
主
な
も
の
は
、
医
療
給
 

付
費
で
、
当
初
見
込
よ
り
医
療
費
が
増
 

加
し
不
足
が
生
じ
る
た
め
に
補
正
し
た
 

も
の
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

上
、
関
係
各
省
庁
に
提
出
 

一
・
 

般
 
質
 
閥
 

岡
m
第
3
次
廃
止
対
象
線
に
つ
い
て
の
 

対
策
は
 

同
伊
田
線
、
糸
田
線
、
田
川
線
、
こ
の
 

三
線
合
同
で
地
域
住
民
の
生
活
を
守
る
 

た
め
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
行
う
こ
 

と
で
話
を
進
め
た
い
。
 

回
各
学
校
の
児
童
、
生
徒
の
不
良
化
防
 

止
対
策
は
 

同
学
校
の
問
題
だ
け
に
限
ら
ず
各
家
庭
 

や
関
係
の
諸
団
体
と
も
会
合
を
重
ね
、
 

話
し
合
い
を
行
い
な
が
ら
諸
問
題
に
真
 

剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

同
庁
舎
並
び
に
公
共
施
設
の
鉱
害
対
策
 

＋
よ
 同

役
場
庁
舎
周
辺
が
復
旧
し
て
い
ま
す
 

の
で
庁
舎
も
復
旧
を
と
考
え
て
い
ま
す
 

が
、
ど
の
位
の
復
旧
費
が
出
る
の
か
分
 

か
ら
な
い
と
予
算
化
も
で
き
な
い
の
で
 

庁
舎
の
測
量
を
急
い
で
い
ま
す
。
金
額
 

が
わ
か
り
次
第
、
今
後
の
対
策
を
た
て
 

ま
す
。
又
、
他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
 

も
調
査
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
 

同
町
立
病
院
や
、
老
人
ホ
ー
ム
に
保
健
 

婦
を
、
又
、
在
宅
老
人
を
介
助
す
る
ホ
 

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
の
交
流
で
地
域
の
保
 

健
、
医
療
、
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
 

り
を
考
え
て
項
き
た
い
。
 

同
現
在
、
役
場
の
中
に
保
健
婦
が
一
人
 

い
る
が
、
 

一
人
だ
け
で
対
応
し
て
い
く
 

の
は
無
理
で
あ
り
町
立
病
院
の
看
護
婦
 

さ
ん
で
保
健
婦
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
 

方
を
保
健
婦
と
し
て
病
院
長
と
も
相
談
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
‘
 

一
千
八
百
万
八
千
円
を
追
加
し
総
額
が
 

五
億
三
千
二
百
九
十
三
万
二
千
円
と
な
 

り
ま
し
た
。
内
容
は
医
療
費
の
増
加
に
 

伴
い
現
行
予
算
に
不
足
が
生
じ
る
た
め
 

に
補
正
し
ま
し
た
。
歳
入
の
財
源
に
つ
 

い
て
は
、
療
養
給
付
費
交
付
金
で
八
百
 

万
八
千
円
、
又
、
基
金
の
取
り
く
ず
し
 

金
一
千
万
円
を
充
当
し
て
い
ま
す
。
 

＠
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
補
正
予
算
‘
昭
和
六
十
二
、
三
 

年
度
の
ニ
カ
年
継
続
事
業
で
計
画
し
て
 

い
ま
し
た
第
四
次
上
水
道
施
設
拡
張
工
 

事
が
実
施
設
計
の
遅
れ
か
ら
継
続
事
業
 

と
し
て
の
実
施
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
 

予
算
を
削
除
し
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
六
十
二
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
‘
五
百
八
十
万
 

円
の
追
加
補
正
で
、
医
療
機
器
（
超
音
 

波
診
断
装
置
）
の
購
入
費
で
す
。
 

条
例
の
制
定
・
一
部
改
鷲
 

⑥
赤
池
町
水
防
協
議
会
条
例
の
制
定
‘
 

水
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
防
協
議
 

会
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
制
定
 

し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
税
条
例
の
固
定
資
産
税
の
昭
 

和
六
十
三
年
度
に
お
け
る
納
期
の
特
例
 

に
関
す
る
条
例
の
制
定
‘
昭
和
六
十
三
 

年
度
が
三
年
毎
に
行
わ
れ
る
固
定
資
産
 

の
評
価
替
え
の
基
準
年
度
に
当
る
た
め
 

固
定
資
産
税
の
第
一
期
の
納
期
を
変
更
 

し
た
も
の
で
す
。
 

⑨
赤
池
町
地
域
改
善
対
策
専
修
学
校
等
 

技
能
習
得
資
金
貸
与
条
例
の
制
定
‘
今
 

ー

I

 

ノ
 

し
な
が
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
の
関
連
 

も
含
め
、
と
り
あ
え
ず
、
あ
と
一
名
の
 

増
員
を
し
、
将
来
的
に
は
老
人
ホ
ー
ム
 

な
ど
へ
も
配
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
 

す。 
岡
住
宅
、
水
道
、
保
育
所
と
福
祉
後
退
 

政
策
の
改
善
を
、
又
、
民
生
委
員
に
よ
 

る
愛
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
か
ら
生
ま
 

れ
る
地
域
に
お
け
る
町
民
健
康
セ
ン
タ
 

ー
の
確
立
と
国
保
会
計
の
健
全
化
対
策
 

J
ゲ」 同

今
日
の
苦
し
い
財
源
難
の
中
、
色
々
 

な
諸
問
題
で
住
民
の
方
々
に
苦
労
を
強
 

い
て
い
る
こ
と
は
自
分
の
痛
み
と
し
て
 

知
っ
て
い
ま
す
。
赤
池
町
が
財
政
的
に
 

立
ち
直
る
ま
で
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を
 

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

岡
各
課
長
に
①
ー
⑤
ま
で
の
質
問
に
対
 

し
て
答
弁
を
 

①
町
長
の
施
政
方
針
に
ど
う
対
処
し
て
 

い
る
か
、
そ
の
日
常
的
政
務
の
施
行
状
 

況
と
今
後
の
展
望
は
②
赤
池
町
第
2
次
 

基
本
計
画
の
遂
行
に
関
し
て
の
チ
ェ
ッ
 

ク
機
関
、
機
能
に
つ
い
て
③
行
政
サ
ー
 

ビ
ス
の
あ
り
方
と
行
政
能
率
に
つ
い
て
 

④
職
員
の
教
育
に
つ
い
て
日
常
的
指
導
 

と
今
後
の
課
題
は
⑤
行
政
管
理
者
と
し
 

て
の
心
構
え
は
 

同
①
町
長
の
施
政
方
針
は
そ
の
年
の
行
 

政
運
営
の
方
向
を
示
す
も
の
で
す
の
で
 

我
々
管
理
職
と
し
ま
し
て
は
、
全
力
を
 

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

②
総
合
計
画
の
内
容
に
添
っ
て
毎
年
予
 

算
を
組
み
、
計
画
の
練
り
直
し
を
し
な
 

ま
で
給
付
制
で
あ
っ
た
も
の
を
昭
和
六
 

十
三
年
度
か
ら
貸
与
制
に
移
行
す
る
た
 

め
、
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
‘
近
隣
市
町
村
の
実
態
 

に
合
わ
せ
て
現
行
の
二
百
円
か
ら
二
百
 

五
十
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
が
、
実
 

施
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
地
方
税
 

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
伴
な
い
 

県
通
知
準
則
に
基
づ
き
条
例
の
一
部
を
 

改
正
し
ま
し
た
。
 

⑥
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
助
産
費
の
 

金
額
を
「
八
万
円
」
か
ら
「
十
万
円
」
に
改
 

め
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
 

た。 
⑨
赤
池
町
営
住
宅
家
賃
徴
収
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
本
年
度
 

新
規
に
建
設
し
て
い
ま
す
大
谷
団
地
の
 

家
賃
の
金
額
を
定
た
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
育
英
資
金
貸
金
貸
与
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
経
済
 

状
況
等
の
変
動
に
よ
り
貸
与
額
等
が
実
 

状
に
そ
ぐ
わ
な
い
た
め
改
正
し
た
も
の
 

で
す
。
 

⑨
赤
池
町
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
‘
昭
和
五
十
八
年
以
来
 

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
企
業
内
努
力
 

を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
諸
経
費
の
値
 

上
り
等
に
よ
る
給
水
原
価
の
高
謄
が
続
 

き
、
今
後
の
企
業
運
営
に
支
障
を
き
た
 

す
た
め
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
料
金
を
 

が
ら
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。
 

③
住
民
の
生
活
安
定
と
福
祉
の
向
上
、
 

住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
常
に
心
掛
け
、
 

最
少
の
予
算
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
 

よ
う
努
力
し
ま
す
。
 

④
職
員
の
研
修
等
に
力
を
入
れ
て
い
く
 

と
同
時
に
又
、
他
町
村
に
見
習
う
べ
き
 

所
が
あ
れ
ば
職
員
を
派
遣
し
、
研
鑑
を
 

重
ね
て
い
き
ま
す
。
 

⑤
住
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
を
的
確
に
 

把
握
し
、
誠
心
誠
意
対
処
し
て
い
き
た
 

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

※
こ
の
質
間
に
対
し
て
は
 13 

人
の
課
長
 

が
答
弁
を
行
い
ま
し
た
が
各
課
長
を
代
 

表
し
、
総
務
課
長
の
答
弁
を
記
載
さ
せ
 

て
項
き
ま
し
た
。
御
了
承
下
さ
い
。
 

同
暴
力
追
放
運
動
を
昨
年
一
回
だ
け
で
 

終
ら
せ
る
の
か
 

同
今
、
田
川
警
察
署
で
は
、
暴
力
追
放
 

だ
け
で
な
く
覚
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
の
 

絶
滅
を
行
い
、
そ
れ
に
関
す
る
暴
力
団
 

の
壊
滅
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
赤
池
 

町
と
し
ま
し
て
も
警
察
と
連
携
を
密
に
 

し
て
、
で
き
れ
ば
早
い
時
期
（
5
月
頃
）
 

に
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
 

回
町
制
五
十
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て
 

も
っ
と
早
く
計
画
出
来
な
か
っ
た
か
。
 

同
い
ろ
い
ろ
な
団
体
で
組
織
さ
れ
て
い
 

る
準
備
委
員
会
、
実
行
委
員
会
の
方
々
 

で
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
財
源
の
許
す
範
囲
で
開
催
 

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

婦人週間 10日～16日（労働省） 世界保健デ 10日（厚生省） 



引
 

ー
・
・
 

三
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
 

け
 

発足 
し
た
、
準
備
委
員
会
に
続
き
 

町
制
施
行
五
十
周
年
の
各
種
 

イ
ベ
ン
ト
を
実
行
計
画
す
る
 

」
た
め
に
 
「
実
行
委
員
会
」
が
 

、
一
A
 
発
足
し
ま
し
た
o

町
長
、
議
 

Z
ュ
長
を
は
じ
め
、
地
区
公
連
、
 

コ
見
体
育
協
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
 

4
恒
合
会
、
子
供
会
育
成
連
、
そ
 

委
 の他
、
い
つ
も
町
の
行
事
に
 

一
丁
 
お
骨
折
り
願
っ
て
い
ま
す
各
 

<
t

種
団
体
の
方
で
、
五
十
周
年
 

実
 を

記
念
し
、
五
十
人
で
構
成
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

「 

年
間
を
通
じ
て
行
う
記
念
 

F

行
事
は
「
町
民
ま
る
ご
と
健
 

I

 
康
チ
ェ
ッ
ク
」
「
い
い
汗
さ
わ
 

司ゃか 
5
0
 

体操会』 
8
8
 

河村光 

”

 
陽
童
謡
ま
つ
り
イ
ン
赤
池
」
 

一

 

「
わ
が
町
赤
池
ふ
る
さ
と
フ
 

ー
ー
 
エ
ア
」
 
と
名
付
け
ら
れ
た
四
 

つ
の
行
事
が
主
と
な
り
ま
す
。
 

普
段
参
加
で
き
な
い
人
た
ち
の
参
加
、
 

町
民
の
方
が
一
人
で
も
多
く
参
加
で
き
 

る
に
は
ど
う
す
る
か
、
こ
の
事
を
考
え
 

な
が
ら
計
画
は
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

一
つ
ひ
と
つ
の
行
事
に
つ
い
て
の
詳
細
 

は
そ
の
都
度
、
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
 

す
。
ご
期
待
下
さ
い
。
 

ふれあいと 
文化の町をめざして 

赤池町制印周年 

ト
 

50 

周
年
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

今
年
4
月
か
ら
来
月
3
月
ま
で
の
期
間
い
ろ
い
ろ
 

な
行
事
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

（
デ
ザ
イ
ン
は
、
久
原
 

弘
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
）
 

役
場
管
理
職
も
や
り
ま
す
 

住
宅
新
築
資
金
等
の
貸
付
金
の
滞
納
 

を
は
じ
め
、
固
定
資
産
税
や
、
国
民
健
 

康
保
険
税
な
ど
の
各
種
税
金
を
長
期
に
 

わ
た
り
滞
納
し
て
い
る
方
や
、
家
庭
の
 

都
合
な
ど
で
、
ど
う
し
て
も
支
払
え
な
 

い
方
の
所
に
、
役
場
の
管
理
職
員
が
、
 

そ
の
事
情
を
尋
ね
、
支
払
え
る
範
囲
で
 

少
し
で
も
滞
納
を
少
な
く
し
、
年
数
を
 

重
ね
て
も
支
払
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
 

各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
家
族
の
だ
れ
か
が
、
病
 

気
を
し
た
り
、
思
わ
ぬ
事
故
で
ケ
ガ
を
 

し
た
と
き
は
、
病
院
の
窓
ロ
で
保
険
証
 

（
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
）
を
提
 

示
す
れ
ば
一
部
負
担
金
を
支
払
う
だ
け
 

で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

会
社
勤
め
の
人
や
そ
の
家
族
は
職
場
 

の
健
康
保
険
・
各
種
共
済
組
合
に
加
入
 

で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
入
 

っ
て
い
な
い
人
の
た
め
に
国
民
健
康
保
 

険
が
あ
り
ま
す
。
 

保
険
税
を
出
し
合
っ
て
、
い
ぎ
と
い
 

う
と
き
の
た
め
に
そ
な
え
よ
・
フ
と
い
う
 

も
の
で
、
私
た
ち
の
生
活
に
は
と
て
も
 

大
切
な
制
度
で
す
。
 

三
三
一
三
三
」
三
」
三
三
三
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
 

急
増
す
る
医
療
費
 

三
一
三
三
三
三
？
三
三
三
I三
三
三
三
「
三
三

」
三
三
三
『
三
三
三
三
三
II
三一一 

医
療
費
は
、
年
ご
と
に
増
加
し
て
お
 

り
、
こ
の
医
療
費
を
支
払
う
に
は
、
こ
 

れ
に
見
合
っ
た
財
源
が
必
要
と
な
り
、
 

そ
の
ぶ
ん
保
険
税
を
値
上
し
て
補
わ
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
れ
も
保
険
税
 

は
少
な
い
こ
と
を
望
み
ま
す
。
 

保
険
税
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
 

の
理
解
と
努
力
に
よ
っ
て
値
上
げ
を
防
 

ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

仕
事
や
家
庭
の
事
情
な
ど
で
、
昼
間
 

お
ら
れ
な
い
方
に
は
、
夜
間
の
訪
問
に
 

な
り
御
迷
惑
を
、
お
か
け
す
る
こ
と
に
 

な
る
と
思
い
ま
す
。
 

税
金
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
公
平
に
 

負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
税
金
 

等
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
方
法
を
、
い
 

い
機
会
で
す
の
で
是
非
話
し
合
っ
て
下
 

さ
い
。
 

『ハ
 

、

‘

 

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
「
三
三
三
三
三
三
三
 

保
険
証
の
切
替
は
 

終
り
ま
し
た
か
？
・
 

三
「
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
！
三
三
一
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
一
 

切
替
を
し
て
い
な
い
国
民
健
康
保
険
 

証
の
有
効
期
限
は
昭
和
六
十
三
年
三
月
 

三
十
一
日
で
す
。
も
し
切
替
を
忘
れ
ま
 

す
と
、
お
持
ち
の
保
険
証
で
は
病
院
で
 

実
費
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
だ
手
続
き
を
終
っ
て
い
な
い
方
は
、
 

至
急
す
ま
せ
て
下
さ
い
。
 

〇
場
所
廿
役
場
住
民
福
祉
課
国
保
係
 

（
窓
ロ
⑥
番
）
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万I i;'u 宮 
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”血→ 1 - （詞 宗 ~~ F 一’'’~、ノ“v ’ ノ ~、 

陶二」ご 、 茎 I 、 
i血野 十 葦 I 、 

讐焼喜I f ミ輝く赤池を目指して職 、 
つ 蘭「 I 員だけのプロジェクトチーム 、 

り 帯I I を作るということで役場の職員 、 
曽 I たて横の関係なく、8 名の職員に 、 

I I 3月1日辞令が交付されました。 、 
曹 I 敬称を略して紹介します。〇木月政弘 I 

曹 i 〇柴田武己〇中原和義〇惣川孝子 I 
曹 ‘ 〇水上栄治〇長谷川浩〇辻村哲也 ： 

I 〇市丸洋子 明るい町づくりは ！ 
曹 、 この8人だけでなく全職員の ！ 

曹 i 
「 、 言を、又御協力お願いします。 I 

菩 I I 
曹 、 ’ 

I 、 

~~～ 昭
和
四
十
九
年
か
ら
始
ま
り
今
年
で
 

十
五
回
目
を
迎
え
る
 
「
上
野
焼
陶
器
ま
 

つ
り
」
 
が
、
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
 

上野焼陶器まつり交通規制図 

4 月16日田12: 00-17: 00 

4 月17日同 9: 00-17: 00 

＝ニコ ー方過行 

・―一 駐車禁止 

昭ユ● 駐車可 

医療費節約のポイント 

1 ，お医者さんを信頼しましょう 

2 ，病院めぐりはやめましょう 

3 ，クスリをむやみにほしがるの 

はやめましょう 

4 ，夜間、休日の診療はひかえま 

しょう 

国
民
健
康
保
険
は
 

み
ん
な
の
も
の
 

三
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
「
三
！
三
三
」
三
三
三
三
三
三
「
三
 

納
税
に
御
協
力
を
 

三
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
」
三
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
「
三
 

国
保
税
の
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
 

は
保
険
証
の
切
替
時
に
正
規
の
保
険
証
 

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ず
、
資
格
証
明
書
 

の
交
付
と
な
り
ま
す
。
資
格
証
明
書
で
 

は
医
療
機
関
で
の
治
療
費
は
全
額
個
人
 

負
担
と
な
り
ま
す
。
納
税
に
つ
い
て
特
 

別
な
事
情
が
あ
れ
ば
、
係
ま
で
ご
相
談
 

下
さ
い
。
 

■助産費の支給 

国保の加入者が出産されたとき、助産費の 

支給が受けられます。 

AIりァク 
■葬祭費の支給 

国保の加入者が死亡されたとき、葬祭を行 

なった人に支給されます。 

の
三
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
陶
 

器
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
 

窯
元
の
み
な
さ
ん
が
知
恵
を
し
ぼ
り
、
 

ク
ジ
を
作
り
各
窯
元
で
最
低
三
十
個
の
 

景
品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
み
 

な
さ
ん
に
は
、
今
年
も
迷
惑
を
お
か
け
 

し
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
 

一
方
過
行
内
に
は
且
・
井
マ
イ
●
ロ
バ
ス
を
通
行
し
て
い
 

”
 
・
イ
・
ー
u
所
定
の
駐
車
鳩
に
u
阜
し
，
胃
元
カ
ぐ
り
に
こ
の
 

”
無
料
バ
ス
を
”
【
用
下
！
い
．
 

『
●
停
車
場
は
国
訣
バ
ス
の
バ
ュ
停
と
●
ノ
門
富
‘
．
ノ
苔
臓
・
尭
 

j
「ユに止・り・i 

貢 

主 

曹 

ト21世紀はこの子供たちのもの‘ 

し
ま
す
。
 

な
お
十
五
日
圏
は
、
T
N
c

テ
レ
ビ
 

午
前
9
時
 55 

分
か
ら
「
ナ
イ
ス
キ
ャ
ッ
 

チ
」
と
い
う
番
組
で
『
陶
器
ま
つ
り
』
 

が
放
送
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
の
方
も
お
 

楽
し
み
に
。
 

一
一
 

交
通
ル
ー
ル
を
確
認
し
 

マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
 

ぐ春の全国交通安全運動4月6日～15日＞ 
・x
・マ×・×・x
・×・×・×・x
》×・x
‘【・×・×・×・マ】・x
・？・ソ×・x
占・x
・x
・x
・x
・×・×・×・【 

◆
春
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
◆
 

暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
春
は
 

外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
る
も
の
で
 

す
。
し
か
し
現
代
は
ク
ク
ル
マ
社
会
）
 

一
歩
外
へ
出
た
な
ら
ば
、
わ
た
し
た
 

ち
は
常
に
交
通
事
故
の
危
険
に
さ
ら
 

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 

と
く
に
四
月
は
、
新
入
学
・
新
入
 

園
の
季
節
で
も
あ
り
、
歩
き
慣
れ
な
 

い
道
を
通
っ
て
学
校
や
幼
稚
園
に
通
 

う
子
供
た
ち
の
交
通
事
故
が
心
配
さ
 

れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
今
年
も
四
月
六
日
か
 

ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、
 

「
春
の
 

全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
 

す
。
子
供
と
、
最
近
と
く
に
多
く
な
 

っ
て
い
る
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
を
 

防
止
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
で
交
通
 

ル
ー
ル
を
確
認
し
、
交
通
マ
ナ
ー
を
 

高
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
 

傘墨園曇誉毒え1 

入
学
（
園
）
前
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
 

に
通
学
（
園
）
路
を
歩
き
、
交
通
量
が
 

多
い
所
や
見
通
し
の
悪
い
所
を
調
べ
、
 

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
を
 

お
子
さ
ん
に
話
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
・
ス
 

ま
た
、
交
差
点
や
横
断
歩
道
の
渡
り
 

方
、
信
号
の
正
し
い
見
方
な
ど
も
実
 

際
の
通
学
（
園
）
路
を
使
い
、
お
子
さ
 

ん
の
立
場
に
な
っ
て
具
体
的
に
教
え
 

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 

曾年寄りの交通安全 

Y
・1 

最
近
は
お
年
寄
り
が
交
通
事
故
に
 

遭
う
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
 

だ
れ
で
も
年
を
と
る
と
、
自
分
で
は
 

大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
、
体
が
思
 

う
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
 

も
の
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
 

お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
細
心
の
注
 

意
を
払
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
 

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 
ま
た
、
お
 

年
寄
り
も
無
理
な
横
断
な
ど
を
し
な
 

い
よ
う
、
お
互
い
が
気
を
つ
け
る
よ
 

・
フ
に
し
ま
し
ょ
・
フ
。
 



(8) 

連
携
強
化
に
向
け
て
 

町
内
四
団
体
初
の
懇
談
ム
胃
開
催
 

」 

3
月
 25 

日
、
町
民
会
館
で
、
町
内
の
住
民
4
団
体
（
地
区
公
連
・
体
育
 

「
協
会
・
子
育
連
・
補
導
連
）
の
役
員
が
集
ま
り
、
初
め
て
の
懇
談
会
を
開
 

」
催
。
今
年
の
 50 

周
年
行
事
を
は
じ
め
、
各
団
体
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
の
 

」
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

川I川~川~川川川II川I川川川川川川川 

懇
談
会
は
、
地
域
指
導
の
在
り
方
を
 

婦
人
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
は
各
団
体
 

見
直
す
絶
好
の
機
会
、
現
状
に
対
す
る
 

と
も
十
分
に
協
議
、
協
力
し
て
作
り
あ
 

鋭
い
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
、
例
え
ば
 

げ
る
、
体
協
の
町
内
大
会
の
出
場
チ
ー
 

親
子
で
快
汗
 

第
3
回
親
子
レ
ク
 

3
月
6

日
、
赤
池
町
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
 

町
子
ど
も
育
成
連
絡
協
 

議
会
（
大
穂
稔
会
長
）
 

ム
数
の
減
少
は
 
「
勝
敗
」
 
に
こ
だ
わ
り
 

す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
地
域
づ
 

く
り
の
「
い
い
汗
」
で
は
な
い
か
。
 
地
域
 

の
子
供
の
育
成
に
し
て
も
、
 

「
地
域
の
 

大
人
」
が
育
て
る
意
識
を
も
つ
な
ど
、
 

数
多
く
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
各
団
体
 

の
課
題
と
し
て
意
義
あ
る
懇
談
会
が
も
 

た
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
各
団
体
を
代
 

表
し
立
花
杉
夫
（
地
区
公
連
会
長
）
が
 

今
後
も
各
団
体
が
垣
根
を
は
ず
し
て
、
 

懇
談
会
を
持
と
う
と
し
め
く
く
っ
た
。
 

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
や
綱
引
き
で
は
、
歓
声
 

や
力
の
入
っ
た
応
援
が
ゲ
ー
ム
を
盛
り
 

あ
げ
ま
し
た
。
親
と
小
学
校
高
学
年
対
 

抗
の
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
で
は
、
親
の
方
が
 

主
催
の
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
す
ば
ら
し
い
好
天
に
恵
ま
 

れ
2

百
名
の
参
加
者
が
野
外
ゲ
ー
ム
や
 

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
等
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
 

流
し
ま
し
た
o

小
学
校
低
学
年
に
よ
る
 
声

 

22 

支
所
公
民
 

館
に
栄
冠
 

3
月
 13 

日、 

62 

年
度
最
後
の
 

体
協
（
大
島
勇
 

夫
会
長
）
主
催
第
 21 

回
町
民
バ
ド
ミ
ン
 

ト
ン
大
会
が
、
勤
労
者
体
育
館
で
開
催
 

A 息のあったところを見せる 
依里さん、緒方さん（左） 

【ボールがくるゾー】 

真
剣
な
表
情
で
ゲ
l

ム
を
楽
し
ん
で
い
 

ま
し
た
。
最
後
の
親
子
ペ
ア
で
手
を
使
 

わ
ず
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
ゲ
ー
ム
は
、
ほ
の
 

ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
が
会
場
を
包
み
、
 

和
や
か
に
終
わ
り
ま
し
た
。
来
年
も
、
 

す
ば
ら
し
い
大
会
に
し
た
い
で
す
ネ
。
 

わ
が
ま
ち
お
う
ら
い
 

・ 

わ
が
ま
ち
お
う
ら
い
 

ー
わ
れ
ら
太
平
洋
家
族
 

わ
が
ま
ち
お
う
ら
い
 

全
国
青
年
の
船
帰
国
報
告
 

1
月
 12 

日
か
ら
 54 

日
間
の
日
程
で
、
 

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
日
本
人
団
員
2
百
 

94 

名
、
外
国
人
団
員
 45 

名
を
乗
せ
、
に
 

っ
ぽ
ん
丸
は
東
京
晴
海
ふ
頭
を
出
港
し
 

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
総
務
庁
が
全
 

国
の
青
年
に
規
律
あ
る
団
体
生
活
を
通
 

じ
て
訪
問
国
の
青
年
と
の
交
流
、
日
本
 

文
化
の
紹
介
、
諸
事
情
の
研
究
を
す
る
 

こ
と
に
よ
り
国
際
的
視
野
を
広
め
、
国
 

際
協
力
の
精
神
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
 

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

訪
問
し
た
国
は
、
建
国
2
百
年
を
迎
 

え
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
緑
豊
か
な
農
 

牧
業
の
国
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
人
口
 

14 

万
の
小
さ
な
島
国
ヴ
ァ
ヌ
ア
ッ
共
和
 

国
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
を
含
む
ソ
ロ
モ
 

ン
諸
島
の
4

ケ
国
で
す
。
真
夏
の
南
半
 

球
太
平
洋
諸
国
で
は
、
青
い
空
と
緑
の
 

木
々
に
咲
く
花
、
そ
し
て
人
々
の
明
る
 

い
笑
顔
が
私
達
青
年
の
船
団
員
を
迎
え
 

て
く
れ
ま
し
た
。
 

ど
こ
の
国
を
訪
れ
て
も
日
本
企
業
の
 

進
出
は
め
ざ
ま
し
く
、
街
中
を
走
る
日
 

本
車
と
、
あ
ふ
れ
る
日
本
語
の
看
板
、
 

日
本
食
の
店
に
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

戦
争
中
か
ら
日
本
と
は
深
い
関
係
に
 

あ
る
南
太
平
洋
諸
国
で
、
数
々
の
戦
跡
 

を
訪
ね
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
 

ま
せ
ん
。
銃
剣
や
軍
艦
が
沈
ん
だ
ま
ま
 

に
な
っ
て
い
る
ア
イ
ア
ン
ボ
ト
ム
を
目
 

の
前
に
、
戦
争
と
平
和
の
こ
と
を
深
く
 

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

多
く
の
友
人
と
め
ぐ
り
逢
い
、
語
り
 

合
い
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
 

な
2

ケ
月
間
で
し
た
。
 

」
ノ
 

】
ノ
I
 

・
 

8
 

呼
、
将
ワ
 

iーいn
雷

難

 

（
航
路
図
）
 

「ー人の心の 

I 豊かさを 

I.―もとめて 

春風にのって入学 

シーズン到来、世間 

ではこ親の心、子知 

らずミ と言うがこ子 

の心、親知らずこで 

は子育てはできない 

と思う。わが子を叱 

る前にわが育って来 

た道を思い出し、子 

どもの心を知るべき 

ではなかろうか。 

こ子ども怒るな来た 

道じゃ、年寄り笑う 

な行く道じゃミ 

雪
 

▼
新
入
学
、
進
級
、
就
職
、
 

い

 
転
勤
な
ど
、
何
か
と
新
し
い
 

イ
“
 

こ
と
が
始
ま
る
こ
と
の
多
い
 

乃

 
四月 

。
新
し
い
制
服
に
 

‘
 

身
を
包
み
、
緊
張
し
た
面
持
 

ち
で
学
校
へ
向
か
う
子
ど
も
達
を
見
る
 

と
、
思
わ
ず
声
援
を
送
り
た
く
な
り
ま
 

す
。
満
開
の
桜
の
花
や
先
生
の
声
、
新
 

し
い
友
だ
ち
の
顔
が
ま
ぶ
し
い
思
い
出
 

と
し
て
誰
の
心
に
も
強
く
残
る
こ
の
季
 

節
、
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、
新
し
い
 

人
の
輪
が
広
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
▼
新
 

し
い
こ
と
を
始
め
た
頃
の
思
い
出
は
、
 

い
つ
ま
で
も
新
鮮
な
ま
ま
心
に
残
る
も
 

の
で
、
私
が
中
学
校
へ
入
学
し
た
て
の
 

頃
、
校
内
放
送
で
流
れ
て
い
た
曲
を
聞
 

く
と
今
で
も
新
し
い
風
景
や
わ
く
わ
く
 

し
た
自
分
の
気
持
ち
ま
で
が
鮮
明
に
よ
 

み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
 

“
新
し
い
）
と
 

い
う
こ
と
は
、
常
に
人
を
緊
張
さ
せ
る
 

も
の
で
す
。
▼
ゆ
ず
り
葉
と
い
う
木
の
 

古
い
葉
は
、
新
し
い
葉
が
育
っ
た
の
を
 

見
届
け
て
か
ら
落
ち
て
ゆ
き
ま
す
。
新
 

し
い
こ
と
を
始
め
る
時
、
先
人
の
知
恵
 

や
暖
い
目
と
い
う
も
の
は
心
強
い
も
の
 

で
す
。
本
年
度
“
町
政
施
行
五
十
周
年
 

を
迎
え
る
赤
池
町
。
心
豊
か
な
町
づ
く
 

り
を
目
指
し
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
 

り
心
機
一
転
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
 

今
、
ど
ん
な
新
芽
を
育
て
、
何
を
旧
葉
 

に
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
出
会
 

い
を
大
切
に
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
心
の
か
 

よ
い
あ
う
緑
豊
か
な
故
郷
 

新
し
い
 

赤
池
町
を
誰
の
心
に
も
 

0 

1 

さ
れ
た
。
 

7
地
区
公
民
館
か
ら
 34 

チ
ー
ム
百
名
 

の
参
加
で
行
わ
れ
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
 

地
区
で
練
習
を
重
ね
て
い
る
と
あ
っ
て
 

ど
の
試
合
も
熱
戦
が
行
わ
れ
た
。
 

優
勝
戦
は
、
前
回
優
勝
の
4
支
所
対
 

22 

支
所
で
行
わ
れ
、
青
年
チ
ー
ム
の
対
 

戦
で
決
し
ら
れ
る
好
試
合
が
展
開
さ
れ
 

た
。
大
入
ム
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。
 

優
勝
 22 

支
所
公
民
館
、
2

位
4
支
所
 

公
民
館
、
3
位
 12
 

支
所
公
民
館
。
 

バ
ド
III
ン
ト
ン
リ
ー
グ
戦
を
予
定
 

「
目
的
」
 
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
人
ロ
の
拡
大
 

と
地
区
交
流
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
。
 

「
対
象
」
町
内
在
住
者
及
び
町
内
に
勤
 

務
し
て
い
る
者
で
定
期
的
に
地
区
及
び
 

会
社
で
練
習
を
し
て
い
る
者
。
（
除
く
小
、
 

中
学
生
）
 

「
開
催
予
定
」
4
月
下
旬
予
定
 

「
申
し
込
み
」
西
町
、
藤
田
数
之
⑩
ー
 

四
一
二
六
ま
た
は
町
民
会
館
⑩
ー
四
一
 

〇
〇
ま
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
代
表
 

者
会
で
決
定
し
ま
す
。
（
4
月
中
旬
予
定
）
 

18 

・ 
20 

支
所
ソ
フ
ト
で
親
睦
 

3
月
 21 

日
、
町
民
総
合
G

で
 18 

支
所
 

と
 20
 

支
所
の
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 
20 

支
所
が
ホ
ス
ト
役
を
 

つ
と
め
進
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
お
い
」
 

「
お
ま
え
」
 
の
中
、
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
 

同
時
、
猛
烈
プ
レ
ー
結
果
は
8

対
7

で
 

20 

支
所
に
軍
配
が
あ
が
り
ま
し
た
。
試
 

合
後
は
迷
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
の
解
説
 

、
 

、
 

、
 

あ

い

 

付
き
の
飲
み
に
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
和
気
藷
 

あ

い

 

藷
の
う
ち
に
親
睦
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。
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うららかな陽春が、日一日と輝きを増す3 月、赤池中学 

校より 175名の生徒が卒業しました。 

「巣立」 一辞書によれば雛（ひな）が成長して巣を離れ出る 

ことですが親が手塩にかけ育てた子が、立派に学業（義務 

教育） を終え、期待と不安を胸に、また新しい道へと旅立 

つ、そんな光景が目に浮かびます。この生徒達が健やかに成 

長し明日の赤池の活力になってほしいと期待を込め、私た 

ち大人の責任を痛感した卒業式でした。 

●
赤
池
中
学
校
卒
業
式
よ
り
 

こ
と
ば
は
「
心
」
の
「
伝
達
」
 

す
ば
ら
し
い
赤
池
を
築
く
の
は
あ
な
た
で
す
 

こ
と
ば
は
、
人
の
心
の
あ
ら
わ
れ
だ
 

と
言
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
日
常
会
 

話
の
中
で
、
さ
ほ
ど
気
に
も
か
け
ず
、
 

軽
い
気
持
で
言
っ
た
こ
と
ば
が
、
案
外
、
 

相
手
を
深
く
傷
っ
け
る
場
合
が
あ
り
ま
 

す。 

一
た
ん
口
か
ら
出
た
こ
と
ば
は
、
 

後
で
ど
う
弁
解
し
て
も
取
り
か
え
し
は
 

つ
か
な
い
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
 

ほ
と
ん
ど
の
人
が
必
ず
と
言
っ
て
い
い
 

ほ
ど
「
私
は
そ
ん
な
気
持
で
言
っ
た
の
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
 

の
 
そ
の
こ
と
は
、
つ
い
口
か
ら
出
た
の
で
 

く
な
く
、
そ
の
人
の
心
の
中
の
意
識
が
言
 

人権学習 

わ
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
意
 

「
」
」
つ
じ
え
ん
 

識
と
は
何
ん
で
し
ょ
う
。
広
辞
苑
に
は
 

「
意
識
と
は
、
今
し
て
い
る
こ
と
が
自
 

分
で
わ
か
っ
て
い
る
状
態
、
す
な
わ
ち
、
 

自
分
自
身
の
精
神
の
直
感
」
で
あ
る
と
 

い
い
、
 

「
そ
れ
が
認
識
・
道
徳
・
芸
術
 

だ

と

う

 

な
ど
の
妥
当
性
の
根
拠
を
な
す
も
の
」
 

と
の
べ
て
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
言
 

え
ば
、
意
識
と
は
そ
の
人
の
考
え
、
思
 

考
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
だ
 

れ
で
も
差
別
さ
れ
、
傷
っ
け
ら
れ
て
喜
 

ぶ
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
 

自
分
の
家
族
や
子
ど
も
が
差
別
さ
れ
、
 

傷
つ
け
ら
れ
て
喜
ぶ
人
も
い
な
い
は
ず
 

で
す
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
当
然
差
 

別
し
た
り
、
平
気
で
人
を
傷
つ
け
る
よ
 

う
な
こ
と
が
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
い
 

う
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
 

現
代
社
会
に
は
、
男
女
の
差
別
、
身
 

障
者
に
対
す
る
差
別
、
学
歴
に
よ
る
差
 

ト
同
和
問
題
学
習
風
景
よ
 

】

‘

 

別
、
貧
富
の
差
別
な
ど
多
く
の
差
別
が
 

う
ず
ま
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
 

根
深
い
差
別
が
 
「
部
落
差
別
」
 
な
の
で
 

す
。
だ
か
ら
、
部
落
に
存
在
す
る
諸
問
 

題
は
日
本
国
民
に
お
お
い
か
ぶ
さ
る
あ
 

ら
ゆ
る
不
幸
と
差
別
を
代
表
し
て
い
る
 

こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。
日
本
の
民
主
主
 

義
が
看
板
だ
け
で
、
本
当
の
も
の
に
な
 

っ
て
な
い
、
こ
の
こ
と
は
、
同
和
問
題
 

を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
 

受
け
取
め
て
い
る
か
、
い
な
い
か
に
よ
 

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
私
は
、
 

人
を
差
別
す
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
 

く
な
い
。
人
間
ら
し
く
生
き
た
い
」
 
と
 

い
う
共
通
の
課
題
が
、
み
ん
な
の
心
に
 

芽
生
え
た
時
、
お
互
い
が
お
互
い
を
理
 

解
し
、
助
け
合
う
明
る
い
家
庭
や
地
域
 

社
会
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
だ
れ
も
が
 
「
生
ま
れ
て
き
て
よ
 

か
っ
た
」
と
言
え
る
よ
う
な
世
の
中
。
 

そ
ん
な
世
の
中
を
一
日
も
早
く
実
現
し
 

た
い
も
の
で
す
。
 

す
ば
ら
し
い
郷
土
赤
池
「
心
豊
か
な
 

町
」
を
築
く
の
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
 

で
す
。
そ
の
主
人
公
は
あ
な
た
で
す
。
 

今
月
の
解
放
講
座
ー
 

ン」 

無」 

と
プ
」
ろ
 

4
月
 27 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 

春の交通安全運動一6日～15日（警察庁・総務庁） 地価公示普及月間一1日～30日（国土庁） 



(10) 

惨夢姿ジジ 
国民年金の保険料

昭和62年4 月分から昭和63年4月分 

までの国民年金保険料は、お手持ちの 

納付書では5月1日以後は納めること 

が出来ません。納め忘れがないかどう 

か、もう一度、領収書やお手元の納付 

書で確かめてください。 

納め忘れの期間が長くなりますと、 

国民年金の老齢基礎年金を受けられな 

くなったり、ケガや病気で障害者にな 

ったときの障害基礎年金や、あるいは 

万一、一家の働き手が死亡されたとき 

の遺族基礎年金も受けられなくなり、 

生活の安定が損なわれることになりま 

す。 

国民年金保険料は、毎日チキンと納 

めるようにいたしましょう。 

変
形
性
関
節
症
に
つ
い
て
 

変
形
性
関
節
症
と
は
、
そ
の
名
の
ご
 

と
く
関
節
の
変
形
を
と
も
な
う
病
気
と
 

言
え
ま
す
。
症
状
は
（
一
）
関
節
の
腫
 

れ
（
水
が
た
ま
る
）
。
 
（
二
）
初
期
に
は
、
 

関
節
を
動
か
す
と
痛
む
が
、
し
ば
ら
く
 

動
か
せ
ば
痛
ま
な
く
な
る
。
症
状
が
進
 

む
と
安
静
時
に
も
痛
み
、
特
に
夜
間
に
 

痛
む
よ
う
に
な
る
。
 

（
三
）
関
節
に
音
 

を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
な
ど
ノ
、
、
で
 

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
の
お
も
な
役
割
 

を
は
た
す
の
が
、
関
節
の
軟
骨
の
変
性
 

（
キ
ズ
が
つ
い
た
り
、
こ
わ
れ
た
り
、
 

栄
養
が
悪
く
な
る
）
で
す
。
第
一
回
の
 

広
報
で
図
示
し
ま
し
た
が
、
関
節
の
軟
 

骨
は
、
あ
る
程
度
の
厚
み
を
も
ち
、
骨
 

よ
り
も
柔
ら
か
く
、
関
節
の
液
で
栄
養
 

さ
れ
て
お
り
関
節
に
く
わ
わ
る
力
を
や
 

わ
ら
げ
る
作
用
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
 

関
節
軟
骨
は
、
健
康
で
あ
れ
ば
、
白
く
 

真
珠
の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま
す
。
 
し
か
 

赤
池
町
立
病
院
 

整
形
外
科
医
長
 

田

中

 
宏
 
道
 

健康教室川 

⑤ 

自
 

予
防
・
相
談
・
検
診
 

圏
生
ワ
ク
チ
ン
 

八
日
国
 
町
民
会
館
（
生
誇
絹
）
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

十
八
日
卿
 
町
民
会
館
（
生
誇
弱
）
 

10 

時
ー
 11 

時
 

圏
麻
し
ん
 

十
九
日
因
 
町
民
会
館
（
生
総
絹
）
 

13
 

時
 30 

パ万ー 
14
 

時
 30 

分
 

圏
三
種
混
合
 

二
十
日
困
 
町
民
会
館
（
生
維
絹
）
 

13
 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

し
、
軟
骨
が
変
性
し
て
く
る
と
、
黄
色
 

っ
ぽ
い
色
に
か
わ
っ
て
き
ま
す
。
し
だ
 

い
に
、
軟
骨
の
厚
み
が
す
り
へ
り
、
関
 

節
の
ま
わ
り
に
余
分
な
軟
骨
が
増
え
て
 

き
ま
す
。
こ
う
し
て
関
節
は
曲
っ
て
き
 

た
り
、
動
き
が
悪
く
な
っ
て
き
ま
す
。
 

よ
く
患
者
さ
ん
が
 
「
骨
が
で
て
き
た
」
 

な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
変
形
 

性
関
節
症
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
変
 

形
性
関
節
症
は
か
ら
だ
の
ど
の
関
節
に
 

お
こ
っ
て
も
い
い
わ
け
で
す
が
、
今
回
 

は
、
膝
の
変
形
性
関
節
症
に
つ
い
て
、
 

お
話
し
し
て
み
ま
す
。
 

手
足
の
関
節
の
な
か
で
は
、
膝
の
変
 

形
性
関
節
症
が
、
四
十
歳
を
す
ぎ
て
く
 

る
と
増
え
て
き
ま
す
。
高
齢
者
、
肥
満
 

の
人
ほ
ど
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
 

外
傷
（
ケ
ガ
や
事
故
）
を
受
け
て
変
形
 

し
た
膝
関
節
も
含
め
、
軟
骨
の
老
化
に
 

加
え
て
長
年
に
わ
た
る
膝
の
使
い
す
ぎ
 

や
余
分
な
負
担
に
よ
っ
て
軟
骨
が
い
た
 

ん
で
く
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
 

人
間
が
二
本
足
で
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
 

ま
だ
、
う
ん
万
年
し
か
た
っ
て
い
ま
せ
 

ん
ね
。
地
球
の
動
物
の
歴
史
の
な
か
で
 

は
、
ま
だ
ノ
く
、
年
若
い
生
き
物
で
す
。
 

か
ら
だ
を
さ
さ
え
る
に
は
、
四
本
足
の
 

ほ
う
が
安
定
し
て
い
ま
す
。
 

二
本
足
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
立
っ
て
歩
 

き
、
走
る
た
め
に
は
膝
が
重
要
な
役
割
 

を
し
て
い
ま
す
。
人
間
が
歩
行
し
て
い
 

る
時
、
膝
に
は
体
重
の
四
倍
ち
か
い
負
 

担
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
に
も
か
か
わ
 

ら
ず
、
膝
は
足
が
地
面
に
着
い
た
と
き
 

、
 

の
シ
ョ
ッ
ク
を
や
わ
ら
げ
た
り
、
膝
を
 

曲
げ
る
こ
と
で
、
よ
り
安
定
さ
せ
た
り
 

し
て
い
ま
す
。
く
わ
う
る
に
、
現
代
の
 

生
活
で
は
、
機
械
文
明
の
恩
恵
？
・
で
あ
 

り
ま
し
ょ
う
か
、
地
面
は
ア
ス
フ
ァ
ル
 

ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
硬
い
も
の
ば
 

か
り
で
す
ね
。
も
と
ノ
、
負
担
の
多
い
 

膝
に
と
っ
て
は
、
つ
ら
い
こ
と
ば
か
り
 

で
す
。
ま
た
車
を
使
っ
て
、
足
の
筋
力
 

を
低
下
さ
せ
て
も
い
ま
す
。
 

故
に
、
膝
を
痛
め
な
い
よ
う
に
日
頃
 

か
ら
、
膝
の
ま
わ
り
の
筋
力
を
つ
け
る
 

運
動
や
筋
力
を
維
持
さ
せ
る
運
動
な
ど
 

を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
町
立
 

病
院
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
指
 

導
し
て
い
ま
す
。
 

膝
関
節
に
痛
み
や
障
害
の
あ
る
人
が
 

日
常
生
活
の
な
か
で
、
注
意
す
べ
き
こ
 

と
は
、
 

（
一
）
長
時
間
の
歩
け
ノ
、
運
 

動
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
関
節
 

を
さ
ら
に
悪
く
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
 

で
す
。
 

（
一
一
）
階
段
の
昇
り
降
り
や
、
 

正
座
も
や
り
す
ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

（
三
）
体
重
増
加
も
ひ
か
え
て
く
だ
さ
 

い
。
（
四
）
適
度
な
安
静
休
息
を
と
る
。
 

し
か
し
、
運
動
し
な
け
れ
ば
、
骨
は
も
 

ろ
く
な
り
ま
す
の
で
、
適
度
な
運
動
は
 

し
て
下
さ
い
。
こ
の
適
度
な
運
動
と
言
 

う
の
が
、
患
者
さ
ん
の
病
気
の
程
度
で
 

違
い
ま
す
の
で
、
指
導
す
る
ほ
う
も
難
 

し
い
も
の
で
す
。
心
臓
な
ど
の
内
科
的
 

な
病
気
が
な
け
れ
ば
、
水
泳
、
と
め
て
 

あ
る
自
転
車
こ
ぎ
、
寝
て
い
る
時
に
足
 

で
蒲
団
を
持
ち
あ
げ
る
運
動
な
ど
が
手
 

軽
で
し
ょ
う
。
や
り
す
ぎ
て
は
い
け
ま
 

せ
ん
。
 

▼
治
療
に
つ
い
て
▲
 

（
一
）
薬
物
療
法
廿
こ
れ
は
、
関
節
が
 

は
れ
る
。
 

水
が
た
ま
る
、
関
節
の
ま
わ
り
の
筋
 

肉
が
痛
む
な
ど
の
関
節
症
に
と
も
な
う
 

炎
症
を
お
さ
え
る
た
め
に
使
い
ま
す
。
 

痛
み
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
 

（
二
）
注
射
 

療
法
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
 

薬
剤
に
は
、
徐
痛
効
果
の
つ
よ
い
ス
テ
 

ロ
イ
ド
剤
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
 

れ
は
、
よ
い
薬
で
あ
る
と
共
に
逆
に
、
 

骨
を
こ
わ
す
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
最
 

近
で
は
、
こ
の
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に
か
わ
 

り
、
関
節
液
の
成
分
で
あ
る
ヒ
ア
ル
ロ
 

ン
酸
を
直
接
関
節
内
へ
注
入
す
る
方
法
 

に
か
え
て
い
ま
す
。
こ
の
薬
剤
は
、
直
 

接
的
な
徐
痛
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

一
種
の
人
工
関
節
液
で
す
の
で
、
何
回
 

か
連
続
し
て
注
射
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 

副
作
用
も
殆
ど
な
く
関
節
症
を
改
善
さ
 

せ
て
い
き
ま
す
。
ち
と
高
い
薬
剤
で
す
 

が
、
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

（
三
）
装
具
療
法
な
ど
。
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
療
法
は
病
気
の
 

程
度
の
軽
い
関
節
症
に
は
よ
い
の
で
す
 

が
、
重
症
の
場
合
は
、
や
は
り
変
形
を
 

矯
正
す
る
な
り
、
人
工
関
節
な
ど
の
、
 

手
術
療
法
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
 

人
間
が
歩
い
て
生
活
す
る
限
り
、
無
 

く
な
ら
な
い
し
、
治
療
に
も
時
間
が
か
 

か
る
病
気
で
す
。
病
気
の
状
態
を
見
極
 

め
て
気
長
に
や
り
ま
し
ょ
う
。
 

j

ノ
 

＊
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
武
末
憲
幸
（
中
里
）
〇
中
 

藤
進
（
中
町
団
地
）
〇
平
野
幸
二
（
本
町
）
 

〇
太
田
ナ
ッ
ョ
（
原
）
〇
田
中
ア
イ
子
（
 

伏
原
）
〇
渡
辺
和
三
（
直
方
市
）
以
上
三
 

月
十
六
日
現
在
六
件
で
総
額
十
五
万
円
 

で
す
。
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

【
寄
付
】
九
光
石
油
廿
五
千
円
〇
匿
名
 

廿
二
千
円
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
ロ
千
円
）
亀
谷
松
次
 

廿
 10 

口
〇
大
薮
久
光
廿
1

ロ
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
廿
1

口
 

【
古
切
手
】
慶
寿
園
廿
六
一
五
枚
 

『
陶
器
ま
つ
り
に
伴
う
福
祉
バ
ス
運
行
 

の
お
知
ら
せ
』
 

四
月
十
六
日
田
の
午
後
か
ら
十
七
日
 

回
ま
で
、
福
祉
バ
ス
は
上
野
の
原
田
ま
 

で
の
折
返
し
運
転
と
な
り
ま
す
。
 

〇 ご 主 

I 4 月 福祉センターの行事 I虫 I]ラ肖 
, 一 ' ZF、 J廿 リ 

： 【休館日】 【仏教講演会】13日困午前11時～ ，氏 下 の 原 
, 4日、n 旦、17日 【心配ごと相談日】7日、19日、27日 ，子 さ 巡 田 
； 一18日、25日、29日 午前10時～午後3時 ‘一 い 回 よ 
， 【福祉バス運行日】 【母子婦人相談日】27日、第4水曜日 ，飯 。バ り 
， 一毎日運行 午前10時～午後3時 ；塚老 ス 上 

‘ 【演 芸】 【健康相談日】毎月第1火曜日でし，、ノ 人 が野 
， 入館者へ自由に たが今月より第2火曜日に変更さ，卵 ホ 走 峡 
g 舞台を提供します せて頂きます12日午前10時～ ； り 方 
I ※心配ごと相些が充実しました。 午後3時 ，・ ム ま 面 
， 今までの心配こと相議に加え4月より毎月第4水曜日に母子 ， 5 大 す は 
； 婦人相談が新たに開設されます。ご利用下さい。 Ikg 郷 の 陶 
ann  an  na  an  na  flannnaann 荘 で器 

'''‘・‘，,,, 

I 
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

つ

れ

づ

れ

に

⑩

 

〇
一
ロ
」
撤
い
て
あ
と
ひ
と
つ
か
み
ば
っ
と
 

庭
 

〇
窓
越
し
に
峡
の
木
々
窯
寒
明
く
る
 

〇
観
賞
の
水
槽
の
金
魚
春
の
色
 

〇
早
春
の
日
射
し
背
に
ソ
フ
ァ
ー
座
す
 

〇
寄
り
合
い
の
与
党
の
奮
り
春
嵐
 

常
福
 
松
葉
カ
ホ
ル
 

老
 

木
 

七
十
年
を
過
ぎ
た
老
木
に
異
常
が
起
 

き
た
。
な
ん
だ
ろ
う
？
・
 

異
常
は
何
事
も
無
く
四
年
の
歳
月
が
 

こ
ぶ
L
 

流
れ
た
。
ふ
と
、
気
が
つ
く
と
挙
ほ
ど
 

も
あ
る
。
 

な
ん
だ
ろ
う
？
・
 

な
ん
だ
ろ
う
？
・
 

な
ん
だ
ろ
・
フ
？
・
 

病
院
を
尋
ね
る
と
早
速
手
術
。
高
度
 

の
医
術
と
、
老
木
の
再
生
能
力
が
マ
ッ
 

チ
し
て
日
に
ノ
、
回
復
、
濡
紙
を
は
が
 

す
様
に
と
は
此
の
事
だ
ろ
う
。
 

素
晴
し
い
再
生
能
力
、
素
晴
ら
し
い
 

老
木
よ
花
を
咲
か
せ
、
緑
の
葉
を
ふ
ん
 

だ
ん
に
茂
ら
せ
よ
う
。
 

お元気ですか保費婦です 
一こ、、Z二4~ 

カ小博ミ＞ 乳
児
保
育
相
談
の
内
容
が
ち
 

ょ
つ
と
だ
け
変
り
ま
し
た
。
今
 

ま
で
の
乳
児
検
診
及
び
相
談
は
 

戦
後
の
「
赤
ち
ゃ
ん
大
会
」
に
 

始
ま
っ
て
大
き
く
育
て
る
為
の
 

発
育
、
栄
養
等
の
診
断
、
指
導
が
主
で
 

し
た
が
、
最
近
で
は
体
格
の
大
小
だ
け
 

を
診
る
の
で
は
な
く
て
各
月
齢
に
応
じ
 

た
運
動
、
知
能
の
発
達
段
階
を
診
る
様
 

に
な
り
ま
し
た
。
又
視
力
、
聴
力
等
の
 

感
覚
障
害
を
早
く
見
い
出
す
事
で
、
他
 

の
子
供
と
同
じ
に
生
活
出
来
る
よ
う
、
 

訓
練
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
 

為
に
4

カ
月
、
7

カ
月
、
 
10 

カ
月
の
月
 

齢
が
一
番
チ
ェ
ッ
ク
し
や
す
い
の
で
す
。
 

乳
児
が
こ
の
月
齢
に
達
し
た
ら
、
支
 

障
な
い
限
り
乳
児
相
談
に
お
い
で
下
さ
 

い
。
4

カ
月
児
は
神
経
芽
細
胞
腫
の
検
 

査
セ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

又
、
昨
年
よ
り
一
才
六
カ
月
児
検
診
 

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
御
案
 

内
致
し
ま
す
。
 

尚
、
こ
の
月
齢
外
で
相
談
が
あ
れ
ば
 

自
由
に
お
こ
し
下
さ
い
。
 

科学技術週間一18日～24日（科学技術庁） 

〇
春
舞
台
迫
力
と
ぼ
し
慰
問
舞
踊
 

〇
ド
ク
タ
ー
と
心
の
力
口
リ
ー
春
ス
ピ
 

ー
チ
 

〇
寒
波
来
て
観
梅
元
気
に
老
い
ら
バ
ス
 

〇
梅
ケ
枝
餅
留
守
居
の
土
産
ま
だ
ぬ
く
 

し
 

〇
八
十
越
し
て
春
季
謡
会
精
一
筋
 

〇
足
拍
子
春
の
ひ
ら
め
く
大
長
力
 

〇
落
然
と
明
し
暮
す
も
彼
岸
来
る
 

私
は
今
迄
元
気
で
薬
と
云
え
ば
、
神
 

経
痛
の
薬
ぐ
ら
い
し
か
飲
ん
だ
事
が
な
 

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
変
な
病
気
 

で
入
院
生
活
。
手
術
は
簡
単
だ
と
云
う
 

の
で
、
余
り
気
に
し
な
か
っ
た
の
で
す
 

が
、
ど
れ
ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う
か
と
、
そ
 

れ
が
気
が
か
り
で
し
た
。
し
て
み
る
と
 

日
に
ノ
、
、
良
く
な
り
、
 

一
週
間
で
抜
糸
 

も
出
来
、
自
分
も
人
並
に
再
生
能
力
が
 

あ
っ
た
の
だ
と
嬉
し
く
な
り
、
こ
ん
な
 

詩
を
作
っ
て
み
た
の
で
す
。
今
後
も
健
 

康
に
気
を
配
り
な
が
ら
毎
日
を
精
一
杯
 

悔
の
無
い
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

〇
病
窓
に
小
鳥
た
わ
む
る
は
だ
か
木
に
 

〇
小
ぬ
か
雨
た
、
ず
む
木
々
に
霞
疎
 

逓信記念日 20日（郵政省） 



(12) 

昭和63年度入学式 

③小学校上野小学校 

日時＝＝昭和63年4月7日困午前9時45分 

（受付＝＝午前8時45分～9時35分） 

③市場小学校 

日時一昭和63年4月7日困午前10時15分 

（受付一午前9時10分～10時） 

③赤池中学校 

日時一昭和63年4月8日団午前10時 

（受付一午前9時～9時40分） 

育英資金受給希望者を 

募集します 

昭和63年度赤池町育英資金を次のとおり 

貸与しますので、希望される方は申し込み 

下さい。 

1 ．受給資格 

） ①町内に1年以上在住している人 

⑧品行方正で在学校長の推薦するもの 

2 ．貸与額 

①高等学校またはこれと同程度の学校 

（定時制除く） 

国公立＝＝月額1万円、入学支度金2万5千円 

私立一月額1万5千円、入学支度金3万円 

⑧短大・大学 

国公立＝＝月額2万円、入学支度金5万円 

私 立一月額3万円、入学支度金6万円 

3 ．受付期間 

4月11日から5月10日まで 

※詳しくは教育委員会へ（か28-4100) 

老
人
ホ
ー
ム
へ
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
 

三
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
和
 

紙
で
人
形
を
作
っ
て
い
る
岩
元
は
す
え
 

さ
ん
（
稲
荷
）
が
、
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

を
訪
れ
、
ひ
な
人
形
 

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
 

し
た
。
 

「
お
年
寄
の
 

み
な
さ
ん
の
心
が
私
 

の
人
形
で
少
し
で
も
 

和
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
 

と
岩
元
さ
ん
は
、
ふ
 

く
よ
か
な
お
顔
に
笑
 

を
浮
か
べ
な
が
ら
、
 

静
か
に
話
し
て
く
れ
 

ま
し
た
。
 

※
こ
こ
で
お
詫
び
を
し
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
三
月
号
で
、
N
H
K
が
3
 

月
 29 

日
放
送
す
る
と
の
記
事
を
載
せ
ま
 

し
た
が
、
高
校
野
球
 

の
放
送
の
都
合
に
よ
 

り
、
4
月
 20 

日
困
、
 

午
前
 11
 

時
 45 

分
か
ら
 

「
暮
し
の
チ
ャ
ン
ネ
 

ル
奥
さ
ま
ふ
る
さ
と
 

リ
ポ
ー
ト
」
 
に
変
更
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

N
H
K

の
都
合
と
 

は
い
え
御
迷
惑
を
お
 

か
け
し
ま
し
た
。
 

お
詫
び
し
ま
す
。
 

今
度
は
是
非
見
て
下
さ
い
。
 

身
体
障
害
者
（
児
）
巡
回
相
談
 

〇
五
月
十
三
日
団
 
午
前
 10
 

時
ー
午
後
 

三
時
ま
で
（
受
け
付
は
午
後
2
時
 30
 

分
ま
で
）
 

〇
赤
池
町
の
町
民
会
館
 

※
精
密
検
査
を
要
す
る
内
部
障
害
者
 

の
方
は
、
当
日
の
診
察
は
で
き
ま
せ
ん
 

の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。
 

しゃくやく 

◆
役
場
職
員
人
事
異
動
◆
 

〇
総
務
課
長
廿
世
良
英
次
（
税
務
課
長
）
 

〇
税
務
課
長
廿
長
谷
川
決
（
収
入
役
室
）
 

(
）
内
は
旧
職
名
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狂
犬
病
予
防
注
射
と
 

畜
犬
登
録
 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
を
表
 

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
生
後
九
十
一
 

日
以
上
の
飼
い
犬
は
必
ず
受
け
て
下
さ
 

い
 。

 

▼
料
金
廿
一
頭
に
つ
き
〇
予
防
注
射
料
 

‘
二
千
二
百
円
〇
畜
犬
登
録
料
‘
二
千
 

百
円
、
合
計
四
千
三
百
円
 

4 月27日（水） 4 月15日（動 4 月14日（木） 4 月13日（水） 日 

役
場
「
旧
公
民
館
前
」
 

赤
 
池
 
駅
 
前
 
公
 
園
 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
l
「
ア
カ
イ
ケ
」
前
 

赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所
 

市
 
場
 
集
 
会
 
所
 

「一 

区
 
集
 
会
 
所
 

四
 
区
 
公
 
民
 
館
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

役
場
「
旧
公
民
館
前
」
 

赤
 
池
 
駅
 
前
 
公
 
圃
 

西
 
町
 
集
 
会
 
所
 

20 

所
 
生
 
活
 
館
 

赤
池
二
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所
 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ア
カ
イ
ケ
」
前
 

伏
 
原
 
公
 
民
 
館
 

高
尾
「
船
津
店
前
」
 

猿
 
田
 
公
 
民
 
館
 

市
 
場
 
集
 
会
 
所
 

草
 
場
 
集
 
会
 
所
 

三
 
区
 
集
 
会
 
所
 

四
 
区
 
公
 
民
 
館
 

五
 
区
 
集
 
会
 
所
 

大
浦
共
同
作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

堀
 
田
 
集
 
会
 
所
 

場
 

所
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固定資産の課税台帳 

お見せします 
〇期間＝=4月1日～20日 

（ただし日曜日は除きます） 

〇時間＝＝平日は8時30分～午後5時まで’ 

土曜日は8時30分～12時30分まてる 

〇場所一役場税務課（窓口2番） 

⑧④② 四
月
十
八
日
は
『
発
明
の
日
」
で
す
。
 

こ
れ
は
、
日
本
の
産
業
の
進
歩
の
基
礎
 

と
な
っ
た
専
売
特
許
条
例
（
現
在
の
特
 

許
法
）
が
、
明
治
十
八
年
四
月
十
八
日
 

に
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
定
め
 

ら
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
 

“
必
要
は
発
明
の
母
）
こ
ん
な
こ
と
 

わ
ぎ
が
あ
り
ま
す
が
、
毎
月
楽
し
い
広
 

報
あ
か
い
け
を
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
 

そ
ん
な
機
械
が
発
明
さ
れ
れ
ば
、
発
明
 

の
神
様
に
で
も
し
た
い
な
あ
 

。 

春の防犯運動一21日～30日（田川警察署容42-2120) 


